
（様式第13号）

事　業　実　施　状　況　報　告　書

１　事業の名称

　　○○産地の復活に向けた耕作放棄地の再利用と加工品開発事業
２　実施地域

　　●●市△△町


３　事業概要
【現状・課題】
　　△△地域では、古くから○○が特産品として有名だが、近年、生産者が高齢化し、販売価格の下落もあって後継者がいないことから、○○の生産量が激減し、消滅の懸念がある。
　　また、年々耕作放棄地も増加し、害虫の発生・野生動物の侵入など近隣の農家への影響も懸念されている。
【課題解決に向けた取組方針】
　地域には○○の減少を憂う声が多くあることから、○○の栽培面積を増やし、さらに生産した○○を活用した新たな加工品を開発することにより、○○の産地として復活させるとともに農家の収入増と耕作放棄地の増加防止につなげたいと考えている。
【今年度の取組内容】
そこで、今年度は、地域の皆さんの参加のもと、耕作放棄地を活用した○○栽培の拡充と出荷しても値段がつかない規格外品を使った加工品の開発に取り組んだ。

４　事業実績（活動経過）

	当年度
	事業実施期間

　令和６年７月１日　～　令和７年３月31日

	
	７月　　　　必要備品等の調達、○○を育てる会の立ち上げ
７月～９月　耕作放棄地での○○生産開始
10月12日　アイデアを出すワークショップ開催

10月～11月 ○○収穫、商品開発・加工

12月～２月　試作品完成、テストマーケティング

３月～　　　加工品を道の駅や市内の小売店で販売開始

	翌年度
以降計画
	○○を育てる会は継続し、生産場所の拡大、販売拠点の維持、加工品のブラッシュアップに取り組む。


５　事業効果

	現時点
における
効果
	【定量的な効果】

・○○の作付面積：▲㎡→●㎡
・耕作放棄地の解消面積：０㎡→160㎡

・○○を育てる会に登録する生産者数：65名

・テストマーケティング売上実績：加工品35個
・道の駅・小売店等の販売場所：０か所→２か所

【定性的な効果】
・○○を使用した加工品のアイデアを出すワークショップに地元自治会（12名）と地元高校生（５名）が参加し、新たな連携が生まれた。
・加工品の生産には地域の高齢者が従事することで、多世代の交流が生まれたほか、高齢者の活躍の場の創出につながった。
【協働の相手方の意見・感想】

・自治会住民からは「特産の○○が引き継がれることが嬉しい」、「○○を育てる会を通して地域の交流が生まれた」加工品製造に従事する高齢者から「生きがいができた」といった意見・感想をもらっている。

	今後
見込まれる
効果
	・販売継続による生産者の収入増加、加工事業での雇用創出
・都市に住む人向けの農業体験イベントを実施する予定であり、交流人口の増加が見込まれる
・地元自治会と高校による商品開発の継続による地域の繋がりの強化


６　地域等との協働内容実績

　・△△自治会住民（25名）：耕作放棄地の提供、○○を育てる会への加入
・（一社）○○○○（５名）：加工品開発に必要な施設・器具の無償提供
・地元○○高校生（５名）：新作商品開発のアイデア出し、試作品製造

・㈱○○（道の駅指定管理者）（20名）：加工品の販売
　
記　載　例　





交付申請時に提出した様式第２号「事業計画書」の「３事業概要」の内容を転記。





交付申請時に提出した様式第２号「事業計画書」の「３事業概要」の内容を転記。





今年度、何を実施したのか、簡潔・明瞭に記入してください。





交付申請時に提出した様式第２号「事業計画書」の「効果の実証方法」に記載した項目について、現時点での成果（１年以内に達成が確実な成果を含む）を具体的に記入してください。そのほか、当初想定していなかった効果等があった場合は、それも記入してください。


①定量的な効果②定性的な効果③本事業で協働した相手方の意見・反応の３点について必ず記入してください。








